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1　研究の目的

　本研究は，新しい映像文化財の試みとして，児童の活動をひきだすビデオソフトの開発を行い

児童の表現活動（ムーブメントや劇あそび）および，家庭や学校，、児童館や保育所，幼稚輿参とt

での表現活動の指導に役立てることを目的とする。

H　研究の主旨および内容

　身体や言語による表現活動は，感覚や想像力，認識力を育てながら，心身を解放して自己表現、

への自信や勇気を育てる。さらに，表現活動は自分が内にもっているものを他に伝え》頒ちあい，㌧．・

共感を求めるものであり ，周囲の人びとと自己とのかかわりあい，つまφ，人間関係φ確立にか

かわっで咬多。子どもの人格形成上・表現活動のもつ悪嘩はきわめて大きい。

　今回は・身体表現活動（ムーブメント）に関するものξ劇あそび （クリエイティヴ・ドラマ）、

に関するものの2本の ビデオを制作した。

　（コ　《ポップコーンはじけた／》 34分

　身近な物や動物の動き（とけるバタ 一， り人形，アヒル， ハトなど）13種。 それぞれが1壌
映像が流れたあとrぐ）○になってみよう」と促しのことばかけをはさんでリピ‘トされる。最初

の5分は，導入部であり，指導者がゴム風船をふくらませて空気をぬき，子どもたちが身体表現

をしている実例が示される。

（21、《ス炉フ売り とお猿顛》27今
　ζれは・人まねする猿たちをテーマにした・単純なストーリーの劇で・誰ぞもすぐ挙ぼえられ

楽しんで参加できる。ビデオでは，指導者がストーリーを子どもたちに説明してから劇あそびに

入る。指導者は猿のボス，指導助手がスカ7フ売り，他は3～9歳の子ども14名である。’

　研究の結果：ビデオ作品二本が研究結果であるが，これを実際にムーブメントや劇あそびの指

導にたずさわる保育者や教師，児童厚生員など，72名に視聴してもらった。視聴後，実際の作品

の利用を中心としたアンケートを行い，評価点の高い結果を得た。
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はじめに n　研究方法

　現在，児童が接しうる映像文化財は，テレビ，ビデオ

をはじめパソコンなど，きわめて多種多様のものとなっ

ている。それだけにまた，現在提起されている問題点と

課題もますます大きくなるといわなければならない。こ

のような観点からわれわれは，児童の健全育成のために

映像メディアの積極的活用について検討した。その結果，

児童の表現活動のためのビデオソフトを実際に制作する

ことによって今後の可能性を試みることとなった。

　身体や言語による表現活動は，感覚や想像力，認識力

を育てながら，心身を解放して自己表現への自信や勇気

を育てる。さらに，表現活動は自分が内にもっているも

のを他に伝え，頒ちあい，共感を求めるものであり，周

囲の人びととの自己とのかかわりあい，つまり，人間関

係の確立にかかわっている。子どもの人格形成上，表現

活動のもつ意味はきわめて大きいといえる。

1　研究目的

　本研究は，新しい映像文化財の試みとして，児童の活

動をひきだすビデオソフトの開発を行い，児童の表現活

動（ムーブメントや劇あそび）の促進，および家庭や学

校，児童館や保育所。幼稚国などにおける表現活動の指

導に役立てることを目的とする。

　1，作品制作の過程

　はじめに，参考資料となる映画やビデオの視聴を行い，

制作作品の内容，本数，所要時間などの検討を重ねてビ

デオソフトを試作した。当初は実験用研究用の域にとど

まる作品であったが，その後，児壷館・保育所などに配

布して実際に表現活動の指導に利用できるものを作製す

ることになり，ビデオ製作会社の専門スタッフによる本

格的な作品をつくることができた。当初の試作段階では，

10～15分もの5本を予定し（自然・動物，ムーブメント，

テーマをきめて展開させるもの，簡単な即輿劇，母と子

との体操），それぞれの内容の検討をすすめたが，ビデ

オ製作会社に委嘱する段階で30分もの2本を作成するこ

ととなる。つまり，ムーブメントに関するものと劇あそ

びに関するものの2作品である。

　A。ムーブメント（身体表現活動）

　子どもが親しみを持てるもので，身体表現活動をさそ

い出す動きのあるもの，カメラがとらえて効果のあるも

の一を条件に内容を選択した。さらに，全体としてそ

れぞれが，変化にとむもので，多様な身体活動を促す

もので構成できるように再三検討した。さらに映像にな

ってから取捨選択し，ゴム風船，ポップコーン，はと，

操り人形など15種の「ものの動き」をとりあげた。

　B．劇あそび

　幼児から学童を対象としたクリエイティヴドラマのな

かから，簡単なストーリーで20人前後を対象とするもの，

所要時間約30分のものをとりあげた。アメリカのクリエ

イティヴドラマの初歩段階でよく使われる劇あそび「スカ
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一フ売りと猿」である。これは，猿たちの物まねをテー

マとしたもので，幼児も楽しんで参加できる劇あそびで

ある。

　2．手続き

　1〉　A「ものの動き」の搬影。導入部分の風船は，子

ども同志も指導者とも初対面であり，初めての場所なの

で撮影に先立ち指導者と子どもと遊びの時間を10分程設

け斥。もち・ポップコー～・スパゲッティは理科粟験室・

バネ，人形は演劇研架室，南ひる等は校内で飼育してい

るものを撮影する。以上撮影したものを後日編集し， 音

入れする。導入部の風船以外は画面のものの動きに集中

させるため人物は登場しない。

　B「劇あそび」の撮影。演劇研究室内に数個の脚立を

置き，天井から太いロープを垂らして森に見立て，劇あ

そびを3台のカメラで撮影した。後日ナレーション，』イ

ラストを挿入して編集する。

　作品視聴後のアンケート調査。「ものの動き」「劇あそ

び」の二作品を．劇あそびの指導者たちに視聴してもら

い，内容や利用法等についてアンケート調査を行う。

　2）　撮影場所。玉川大学演劇研究室，理科実験室他。

　3）　出演者。作晶Aは指導者1名，作品Bは指導者工・

名，指導助手3名。出演児3歳～9歳男女14名ずつ計28

名（表1）。

表1　出演児　玉川学園

幼　稚　部 小　学　部

年齢 3歳 4 5 6 7 8 9 計

男 2人 2 2 2 2 2 2 14人 合計

女 2人 2 2 2 2 2 2 14人 28人

　4）撮影スタッフ及び撮影機材。チーフディレクター

1名，ディレクター。アシスタントディレクダー各1 名，

カメラマン3名，カメラアシスタント3名，音声2名，

照明1名，VTR1名，テクニカルディレクター1名，計

14名。ビデオカメラ3台，テレビ中継車1台他。

　5）　アンケート調査対象。幼児の劇あそび講習会と演

劇教育研究集会参加者，72名（表2）Q

　裏2　調査対象

男 女 計

保　　育　　者

学校教諭
育関係の学生

1　

2　

5

30

321

31

526

合　　　　計 8 ．64
72

　6）　日時。1985年6月～12月参考映像の視聴，制作の

内容検討と試作，1986年1月佃3月ビデオ制作会社との

打合せおよび映像内容の再検討，1986年4月28ポ29日撮

影25月～6月編集，音入れ，ナレーション。 6月末完

成。17月作品視聴後のアンケート調査。

皿　制作ビデオ作品のねらいと内容

　1，A作贔《ポップコーンはじけた／》（ものの動き）

　　34分。

　工）ねらい

　身体の動きによる自己表現活動（ムーブメント）は，

イメージをつくり，それを感じながら動くことで自分の

身体機能を知り，表現することでざらにイメージを確か

なものにしていく。本作品‘ま・ 身近な物や動物の動きを

カメラの目でしっか りとらえてみせ，r子どものイメr．ジ

を豊かにし，一ムーブメントを誘うことをねらった映像で

ある。

　2）　内　容

　最初の導入部で，指導者がゴム風船をふくらませて空

気をぬき，子どもたちが身体表現をしている実例が示さ

れる。その後，動物や物の動きだけの映像になる。ぞれ

ぞれが一度映像が流れた秀とに「OOになって参よう」

と促しかけのことばをはさんでリピー トされるQ、 『，

　ビデオ映像

　導入 　指導者がひょうたん形のゴム風船を1 回，2
回一・・一・5回といいながら息を入れてふくらませてい く、6

ふくらんだゴム風船の空気を抜く。ヒューという音とと

もにとびながら風船がしぼんで落ちていく 。ぞの後，子

どもたちに風船が5段階でふくらんでいくとζろダ空気

が抜けてしぼむ様子を身体表現させる。（5分）一

①　まるい大きなゴム風船を息でふくらませる。空気孔

　の手を放して空にとばす。風船がしぼみながら落ちて

　いく。（53秒）

②　バターが溶けていく。2～3cm立方のバターの銀紙

　包みを開き，熱したフライパンにおとす。ジ昌一ジ昌

　一泡立ちながらバターがとける。（72秒）・

③ もちが焼けてふくらむ。 もち焼きあみの上にもちを

　3個のサる。焼けて3個それぞれの形に大きくふくら

　んでいく。ビンポン玉のようにふくらんだもちがプス

　ンと破れる。（95秒）

④ポップコーンがはじける。耐熱ガラスなべの中に油

　をまぶしたコーンをいれてある。加熱されて，Fマ鵠ン

　がむくむくと動き出し，そのうち，勢い1よく堺一ンポ

　　ンとはねはじめる。つぎに加熱した7テイパンにコ
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　一ンを入れ，カメラがアップでとらえる。一つ，二つ

　とコーンが花のように開き，ポーンと画面の外にとび

　出す。（75秒）

⑤　スパゲッティをゆでる。袋からスパゲッティをさっ

　と机の上に広げ，数本を折って，固い状態を示す映

　像。耐熱ガラスなべの沸騰した湯の中にスパゲッティ

　1束を入れる。スパゲッティが下の方からしんなりし

　はじめ，全体が湯の中で柔かくなっていく。ぐらぐら

　煮えてきてスパゲッティがおどりだす。（70秒）

⑥　a．はとがえさをついばむ。はとがえさをっいばみ，

　ひょこひょこと歩き，やがてとびたつ。（28秒）

　　b．にわとりがときの声をあげる。大きなおんどり

　が悠然と歩く姿。そして「コケコッコー」とときの声

　をあげる。身体をふるわせる。（25秒）※

⑦かもとあひるが並んでおよぐ。あひる1羽，かも2

　羽が並んで水の中をおよぐ。陸にあがって尾羽をふる

　わせて水を切り，よちよち歩く。（52秒）

⑧尺とり虫が枝をわたって前進する。黒と黄のもよう

　の尺とり虫が独得の形で枝を伝って前へ進む。次に茶

　渇色の尺とり虫が枝を渡る。途中で，まるで枝のよう

　に，身体をピンと張って枝の斜下にぶらさがる。　（77

　秒）

⑨スプリングバネが移動する。長さ2m，幅1mの板

　を45度角に斜にたてかけ，上においたバネが尺とり虫

　風な動きで下へ移動していく。（31秒）

⑩ライオン人形が顔を出す。じょうご形のカップに周

　囲をぬいつけた布製のライオンの人形。じょうごの穴

　から棒をさしこんでライオンの頭の内側に固定してあ

　る。棒使い人形で，棒を上・下，左・右に動かすこと

　により，ライオンがじょうごのカップから頭を出した

　り，ひっこめたり，くるくる左右にまわったりする・

　（60秒）

⑪　ピノキオ人形のあいさつ。糸あやつりの人形で，の

　びをしたり，片あしをあげたり，おじぎをしたり，コ

　ミックな動きをさまざま披露する。（100秒〉

⑫木製人形がタップダンスを踊る。身長20cmほどの

木の棒の人形で，肩・ひじ・手首，腰。ひざ・足首な

　ど，関節のところが継ぎ目になっていてバラバラに動

　く。幅20cm，長さ1mの板の端を椅子の上において

　腰かけ，板の上に人形を立て，人形の背につきだした

棒を片手にもち，一方の手で音楽のリズムに合せて板

　を叩く。リズムにのって人形がタップを踊りはじめる。

　（62秒）

⑬　パワーシャベルが動くoノぐワーシャベルが土を運ぶ

　他に，車体ごと回転したり，車体前方を持ち上げたり，

　迫力ある動きがつづく。（103秒）

※⑥「はと』と「にわとりjはそれぞれが30秒以内なの

　で，二つ続けて1シーンとする。

ビデオ撮影風景

物の動き「風船1

物の動き「ポップコーンj
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物の動きrスパゲッティ①」

物の動き「スパゲッティ②」

物の動き「ライオン人形」

　3）指導法

　実際に指導する場合， 対象や状況によっていくっかの

方法が考えられる。指導者が実状にみあった利用をすれ

ばよい。参考例として，①1回目の映像をしっかり見て，

2回目は映像と一緒に動く。②2回繰り返してみて，ビ

デオをとめて身体を動がす6③1回みたあとビデオなし

で表現する。④ビデオ全体を通して視聴し，中のいくつ

かを選んでする。⑤初めから指導者の選んだむのだけを

みせてさせる。いずれにしても，一度だけでなく日を替

えて繰返し利用することにより，イメージを豊かにしジ

表現の工夫をより深めるよ うに指導してい・く。

　2，B作品《スカーフ売りとお猿さん》　27分

　1）ねらい

　クリエイティブドラマは，身体やことばによる自己表

現活動の喜びを目的としたものでシァダーとはことなる。

づまり，ドラマは観客の前で演ずる演劇ではなく，劇的

活動を通して自己表現を身につけ，認識を深め1なかま

と共感しあう楽しさを味わうものである。ここでは1幼

器欝蹴f’工歪ティ塑マの初卑刺拶

　2）内1容1

ひと輿似をする猿の鯛を断マにした・ごく簡戦

ストーリ 」の劇で乳幼堤もす1ぐ挙置零られ肇レ｛参加で

きるものである。指導者が嫉じめにスト」リ←を子ど，も

たちに説明し》劇のはこびど自分の役割のイメ7 ジを子

ども1こ描かせ畜。．いぐっ牟硯約束ごと （堺スのお墜いさ

ん猿に従って行動する，猿爾ζとば『キー，キー』腿外

のことばを使わないなど）をぎめる1指導者は猿のボズ，

補助準導者1名がスカ絶フ売り，他④補助指導者2名が

子どもたちのなかまザル，子どもたち28名が子ザルもあ

る。なお，ビデオ作品が劇あそび指導に直接役立つよう

に，初めて経験する子どもたぢを対象にリハーサルなし

で劇あそびを進行させて撮影レた。

①山道ぞい噸の大麹シボ碗中ぞ峠しくく
　らしていた。

②　そこヘスカーフ売りが通φがか哲〆卑為なレニ堺カー

　フの入ったカバシをおいたまま昼寝をする。

③　ボス猿は，スカーフ売りのそばへしΦ穿寄って，カ

　バンの中のスカーフを頭にかぶる。 他の猿たちがみん

　な真似をしてスカーフをかぶったり，巻いたりする。

④猿たちは，きれいなスカ“フを持って嬉しくなり踊

　りだす。

⑤　スカーフ売りが目をさますと， ボス猿はレ、・そいで合

　図をし，猿たちはみな樹の上にひきあげる。

⑥　スカーラ売りは，カバンの中にスカーラのないこと
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　に気づく。そして樹の上の猿たちみんながスカーフを

　持っているのを知ってびっくりする。

⑦ボス猿は，スカーフ売りがおどろいているのをみて

　その様子を真似する。それをみて他の猿たちもそれを

　真似る。

⑧　スカーフ売りが怒ると猿たちもおこる真似をする。

　スカーフ売りはますます怒る。

⑨そのうち，スカーフ売りは，猿たちが自分の真似を

　しているのに気がつく。

⑩　スカーフ売りは，自分の首にまいていたスカーフを

　とって，ゆっくりカバンの中に投げいれ，物かげにか

　くれる。

⑪それをみていた猿たちは，ボス猿を先頭にカバンに

　近より，自分の頭や首に巻いていたスカーフをとって

ゆっくりカバンの中に投げ入れて樹の上に帰る。

⑫スカーフが全部戻ったのを見とどけて，スカーフ売

　りはカバンのふたを閉め，カバンをかかえて隣りの村

　へ行く山道をくだっていく。

劇あそびrスカーフ売りとお猿さん①」

劇あそび「スカーフ売りとお猿さん②」

』戴

劇あそび「スカーフ売りとお猿さん③」

劇あそびrスカーフ売りとお猿さん④」

⑬　猿たちは，ボス猿を真中に，さっきの出来ごとを思

　い出し，何度も楽しそうに笑っていた。

※撮導者がストーリーを説明し，子どもたちといくつか

　の約束ごとをする（約10分），その後，ドラマに入る

　（約15分）Q

　3）指導法

　以上のストーリーは，起承転結にあてはめると，起①

と②，承③④，転⑤～③，結⑨～⑬の構成であり，指導

者は，この流れをよく意識してリードしていくと，まと

まりのある劇あそびにすることができる。

　ボス猿とスカーフ売りはストーリーの展開上きわめて

大切な役割をもつので，リーダーがボス猿，サブリーダ

ーがスカーフ売りになり，楽しくできたら，そのあと，

子どもたちが交替でする。

　参加する子どもたちがビデオを全部見てから劇あそび

を初めるのが一番安全な進め方である。しかし，ビデオ

の印象が強く，ひきづられてしまう危険もある。ビデオの

最初のストーリーの説明だけをみせて劇あそびに入る方
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法もよい。またジ指導者だけがビデオをみてそれを参考

として劇あそびをし，終ってから子どもたおにみせるの

も一つの方法である。

　用意するスカーフは布端でよいが参加者全員の裁は必

要である。この原話はスカーフではなく榴子なので，体

操帽兜野球帽などに変えてもよい。ただし，人数によっ

ては帽子を入れるカバンがよほど大きいものでないと入

らなくなる。ビデオでは， 猿ののぼる樹にキャタツをい

くつか使っているが，椅子，机，とび箱などを使っても

よい。床でなく何か年のぼれるようにしたい。

　猿たちが浮かれておどるところは，楽しいレコードを

かけて，元気いっぱい十分に動きまわれるようにする。

W　調査結果および考察

　今回制作したビデオ作品A，Bについて，保育関係者

や演劇教育関係者に御聴後のアンケート調査を行った。

対象は，劇あそび講習（於子どもの国），児童演劇協会主

催の第17回幼児の劇あそび講習会（於子どもの城）参加

者と東京都演劇教育研究集会「クリエイティブドラマ入

門」分科会（於東京都教職員会館）参加者でうる。回答

数は計72名である。これを保育所。幼稚国の保育者，小

学校教諭，保育開係大学生に分けたものが表2である。

質問項目は，劇あそびを保育（授業）にとりいれている

か，ムーブメントや劇あそびのビデオをみたことがある

か，本ビデオ作品A・Bをどう利用するか，ビデオ視聴

後の感想などである（附1）。作品Aについては別に，各

物の動きごとに利用しやすいかどうかをたずねた（附2）。

　1，劇あそび導入の有無

　保育者と小学校教諭について，日常保育や援業に劇あ　

そびをとりいれているかどうかをたずねた。表3にみる

表3　劇あそび導入の有無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）％

取り入れている

取り入れ
いない 無記入 計

保　育　者

学校教諭

30（96．8）

（60．0）

1（3．2）

（26．7）

0（0．0）

（13．3）

31（100．0）

5（100．0）

計 39（84．8） 5（工0．9） 2（4．3） 46（100、0）

ように保育所や幼稚園では殆んど約97彩がとりいれてい

る。これに対して小学校では60彩とならている。しかし

演劇教育研究会に参加した教諭が対象であり，一般の教

諭対象ではこの割合は大幅に減少すると患われる。さき

にわれわれの行った「学校劇に関する調査」（注1）では，

教師は学鵬の醸を＋分認めている（go彩）が，現実

あ　る な　い 無記入 、　計

保　　育　　者

学校教諭
育関係学生

8（25．8）

（6．7）

（34．6）

23（74．2）

4（93．3）

4（53．8）

0（0．0）

0（0．0）

（11．6）

31（100．0）

5（100，0）

6（100，0）

計 工8（25．0） 51（70．8） 3（4．2） 72（100．0）

には，r時間的制約」 r設備がない」r適切な脚本がない」

「指導力不足」などの理由から・，，思うように導入できな

い結果がでている。

　2、表現活動に関する映像への接触

　今回のビデオを視聴する以前に，表現活動や劇あそび

に関する映画やテレビをみたことがあるかどうかを質問

した。その結果は表4に示すように1全体では「みたこ

表4　表現活動に関する映像への接触
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）彩

保育者 ※1妻灘欝酬鎖
　小学・教諭　　物4）動き　「もちJ学校教育放送　テレビ　　 1

鱒学生｛※端認騒靖ぐ 窺1
　　　　　※ムーブメント・ドラマに類するもの

　　　　　玉川大学諺義

とがある」ものは25％である．どのよ う蝿のをどこで

みているかは次のようになる。保育者は「劇あそびの実

践風景」のビデオをセミナ繊どでみて幼（5名），掌

校教育テレビの理科番組，幼児番組r開けポンキッキ」

各1名が《物の動き》をみている。小学校教諭は学校教

育テレビで《物の動き》をみているもの1名である。保

育関係の学生9名は大学の授業で外国のムーブメントや

劇あそびの映画。ビデオをみている。このうぢ，ひとり

は幼児番組r開けポンキッキ」で物の動きをみている。

こうしてみると，ムーブメントやグリエイティーブドラマ

の映像に接しているのは，学生だけであり，それも玉川

大学の学生に限られている（玉川大学では，ムーブメゾ

トやドラマを授業にとりいれている〉。

　3．制作ビデオ作品への評価

　作品A，作品B，それぞれについて，「映像」「ことば」

r音楽J　rその他」に分けて意見や感想をのべてもらった。

その回答をプラス評価とマイナス評価に分類しぞ整理し

た6プ7ス評価は，良い点や肯定的意見，感動を表現し

たものなどである。マイナス評価に分類したものには，

欠ける点や批判的意見をのべたものの他に，一部の註文

（「もう少し表情を見せてほしい」など）’も含めた。した

がって必ずしも作品への不満の強いものばかりではない。

表5，表6は，以上の分類から整理した結果であるじ

　1）作品A《ポップコーンはじけた》（もあの動き）一
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①映像。「映橡』については，「音楽」やrことば」に

　対するものより意見が多く，プラス評価72，2％，マイ

　ナス評価19．4％，計91．6％である。プラス評価として

　は，解りやすい1動きがはっきりみえたなど，画像の

　伝えに関するものが一番多く（30名），スローモーショ

　ン，アングル，ズームアップなどのカメラワークを評

　価するもの（13名），全般的に興味深いと評価するもの

　（4名）他，表5に示す回答がみられた。一方，スロー

　モーションがみたい，細部がみたいなどの註文も出さ

　れている（表5）。

②　ことば。「ことば」に関する意見は，「映像』「音楽」

　に比較してもっとも少なく，プラス評価43．1％，マイ

　ナス評価8．3％，計51．4％である。表5にみるように

　ことばがはっきりしている（21名），ことば数が適当

　（4名），会話形式がたのしい（3名），子どもにわかり

　やすい（3名）がプラスの評価である。マイナス評価

　としては，子どもの声がわざとらしい，ことばを少な

　く，ことばを多く，などである。

③　音楽。「音楽」にっいては，プラス評価65．3％，マイ

　ナス評価12．5彩，計77．8％の回答があり，r映像」の次

　に多い。動きによく合っているが36名，楽しい・すば

　らしいが10名で殆んどこの二つに集中している。マイ

　ナス面としては，音が多すぎる，適切でない，音は想

　像させるのがよい，などである。

④その他。「その他」は，映像・ことば・音楽以外のこ

　と，あるいは全体を通じての意見である。楽しい・お

　もしろい，子どもたちに見せてみたい，などがプラス

　評価であり，マイナス評価としては，風船がくどい，

衷5　作品の評価　A《ポップコーンはじけた》

順位 プラス評価 人数 順位 マイナス評価 人数

解かりやすい。動きがよく見えた

ローモーションが良い

味深い

ングルが良い

ームアツプが良い

り返しが良い

く工夫されている

々な場面があって良い

さが丁度良い

労がわかった

　　　　　　　　　　　72．2彩

30 ①②②④⑤（計） スローモーションが欲しい

かい部分を見たい

し見にくい

り返しがくどい

体像が見たい

　　　　　　　　　　　19．4％

53321（14）

こ　　と　　ば

①②③③（計）

はっきりしている

とば数が適当

話形式で楽しい

どもにわかりやすい

　　　　　　　　　　　43．1％

21

33（31）

（計）

子どもの声がわざとらしい

し多い

し少ない

しはやい

いかけのことばが不適切

とばに間違い個所がある

　　　　　　　　　　　8．3％

111111（6）

幽日　　楽

①②③（計） 動きによく合っている

しい・すばらしい・おもしろい

ターの生音が良い

　　　　　　　　　　　65．3％

36

0　1（47）

①②②（計） 多すぎる（おもち，かも，あひる）

切でない

は想像させるのがよい

　　　　　　　　　　　12．5％

522（9）

そ　　の　　他

①②③③③（計）

楽しい・おもしろい

どもたちに見せてみたい

体的に良い

性が出やすい

造力を導ける

　　　　　　　　　　　12．5％

4211　1（9） ①②

②②②（計）

コーンをもっと見せてほしい

どもの表情・動きを見せてほしい

際にする時は練習時間が欲しい

際にする時は鏡がほしい

船の所がくどい

　　　　　　　　　　　8．3％

21111（6）
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　コーンが少ない等である。

　2）作品B《スカーフ売りとお猿さん》（劇あそび）

　作品Aと同様の分類で感想・意見をもとめた。作品A

では，回答数は「映像』（＋72．2彩， 一19，4％，計9L6

％），「音楽」（＋65．3％，一工2．5％，計77、8疹）』「こと

ば」（＋43』1％，一8，3％，計5L4％）の順であったが，

作品Bでは，「映像」「ことば』「音楽j殆んど同数である。

すなわち，「映像」（＋63．9彩，一8．3彩，計72．2％）， 「こ

とば」（＋55，6％，r19．4％1計75％），「音楽」（＋65．3

％，一8．3％，計73，6％）である。プラスの評価だけでみ

ると 「ことば」が他の両者よりやや少ないといえよう（表

6）。

①映像。 映像については，「表情が生き生きととらえ

られている」が17名で1位，つぎは「きれい， よく見

　えた」14名，「絵・写爽が入ってよい」7名。「表現を

　よくとらえている」6名の順になっている。註文とし

表6　作品の評価　B《スカーフ売りとお猿さん》

順位 プラス評価　 人数 順位 マ イ ナス評価 人数

映
① 表情が生き生きととらえられている 17 ① もっと表憶をみせてほしい　1 3
② きれい，よく見えた 14 ② アングルをかえた全体が見たい　’ 2
③ 絵。写輿が入らてよい 7 ③ 本当の猿が写っているともっと良い 1
④ 表現をよくとらえている　 6
⑤ 先生と子どもを比較していて良い、 1
⑤ 小さい子がたくさんいてサル山のようだ、 1

像 （計） 、63．9％ （46） （計） 8．3彩 （6）

① 適切である 11 ① 少し聞き取りにくい 8
② はっきりしていてよくわかる 9 ② 子どもの言葉。つぶやきをひろってほしいF 5

こ ② 猿語が楽しい 9 ③ 先生の話しことばが1ケ所ちがう 1
④ 先生のことばが良い 6

と ⑤ かけ合いが楽しい 2
⑥ テンポがありひきつけられる 1

ば ⑥ いろいろな表現ができると思った 1
⑥ 人問の言葉もあったがそれも良い 1

（計） 55．6彩 （40） （計） 19．4％ （14）

① 適切である 23
① もっとあってもよい 3

訟日 ② 動きによく合っている 11 ② 猿の踊りはのりやすい音楽を 2
③ 雰囲気が出ている 7 ③ もう少し身近に聞こえると良い 1
④ リズムにのりやすい 4
⑤ 子どもが音楽にとらわれずおもしろい 1

楽 ⑤ 重要だと思った 1
（計） 65．3％ （47） （計） 8．3％ （6）

① 楽しかった 4 ，子どもに想像させる未知の部分がほしい 1
② 子どもが生き生きしてすばらしかった 3 同年齢の子どもたちのを見た聾 、 1
③ 実際にしてみたい 2一

そ ③ 舞台作り・道具がよかった 2
③ 先生の豊かさ・演技が良い 2

の

⑥⑥ 誰でも参加しやすい

半は有効・後半はよくわかる

11

⑥ リラックスして自分を発揮できる 1

他 ⑥ 前もってやることを決めないのがよかった 1
⑥ 子どもの表憺で効果がわかる 1
⑥ 「もう1回やりたい」の声が印象的 1

（計）
26．4％ （19） （計） 2．8彩 （2）
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　ては，「もっと表情をみせてほしい」3名，「アングル

　を変えた全体がみたいjなどである（表6）。・

②　ことば。ことばについては，「適切である」（11名），

　「はっきりしてよくわかる」（9名〉，「先生のことばが

　良い」（6名）など，リーダーやサブリーダーのことば

　に対する評価とともに，「猿語が楽しい」（9名〉，rか

　けあいが楽しい」（2名）といった回答もみられる。マ

　イナス評価としては「少し闇きとりにくい」が8名，

　註文としてr子どものことばをひろってほしい」が5

　名あった。

③　音楽。音楽についての評価は「適切である」が23名，

　「動きによく合っている」が11名，「雰囲気がでている」

　7名，「リズムにのりやすい」4名，計45名が流されて

　いる音楽が良いとしている。一方，註文としては「も

　っと音楽があってもよい」が3名，「もっとのりやす

　い音楽を……」が2名である。

④その他。全体に関して感想や意見をのべたもののう

　ち，殆んどはプラス評価である。マイナス評価に含め

　たものは作品への要望として「子どもに想像させる未

　知の部分があった方がよい」，「同年齢の子どもたちの

　をみたい』がそれぞれ1名づっであった。

　4．制作ビデオ作品の利用について

　1）．作品の利用

　今回制作した作品A，Bについて，保育や授業などに

利用したいか，あるいは利用しにくいかを質問した。表

了一1，了一2に明らかなように，A（72．2彩），B（81．9

％）と殆んどのものが利用したいと望んでいることがわ

かる。全体でみるとB劇あそびの方が多いが，保育者・

表アー1　A《物の動き》の利用 （）％

利　　用
たい

利　　用
にくい

無記入 計

保　　育　　者

学校教諭
育関係・学生

26（83．9）

1（73．4）

5（57．7）

4（12．9）

（13．3）

（0．0）

1（3．2）

（13．3〉

1（42，3）

31（100，0〉

5（100．0）

6（100．0）

計 52（72．2〉 6（8，3） ！4（19．5） 72（100．0）

表アー2　B《スカーフ売りとお猿さん》の利絹

利　　用

たい
利　　用

にくい
無記入 計

保　　育　　者

学校教諭
育関係・学生

30（96．8）

0（66．7）

9（73．1）

1（3．2）

（13．3）

（0．0）

0（0．0）

（20．0〉

（26．9）

31（100，0）

5（100．0）

6（100．0）

計 59（81．9〉 3（4．2） 10（13．9） 72（1GO．0）

小学校教諭・保育関係の学生の3群別にみると，小学校

教諭はB（66．7彩）よりAの方が多くなっている（73．4

％）。逆に保育関係の学生はB劇あそびが73．1％である

のに，A物の動きが57．7％と少なくなっている。保育者

はA，Bともに他群より利用したいと思うものの割合が

もっとも高い（A83，9％．B96．8％）Q

　2）利用の方法

　利用したいと答えたものについて，どのように利用し

たいかを記入してもらった。表8は，これらの回答を集

計したものである。作品Aについては「身体表現・表現

あそび」が1位である。つぎに「動く物の観察」に利用

したいものが8名になっている。ここで小学校教諭は他

の2群と比較して特異であり，「体育の時間に利用した

い」とするもの6名で1位になっている。B劇あそびに

ついてみると（表8右欄），「劇あそびに利用する」こと

に3群とも集中している。保育者群では全体桀会や混合

保育のように異年齢児が一緒に遊べる機会に利用したい

としている。これはビデオ作品の3～9歳児混合の活動

にヒントを得たものと思われる。また，発表会用にとい

う回答があったが，劇あそびを観客櫨手の舞台劇に利用

したいとしていることであり，これは本作品のねらいか

らずれているといえよう。A作品，B作品ともに「今日

のような方法で」と答えているのは，アンケートを行っ

た日の研修会のビデオ作品の利用方法をさしている。

　つぎに，r利用しにくい」と答えたものは少なかった

（表了一1，7－2）が，その理由を記入したものを整理

してみた（表9）。「ビデオがない」「クラスの子が多い」

「時間がとれない」など，作品についての利用しにくさで

はなく，設傭や実施時聞を原因としているものもある。

作品に関しての利用しにくい点は「擬音が邪魔である』

（2名〉，その他「沢山すぎる」など1名づつの意見が寄

せられている・しかし，これらは利絹法を自ら限定して

いるもの（r沢山すぎる」）．や教育テレビの理科番組の

ような観察を目的としているもの（「実物をみせるのが

難かしい」「視覚的理解のみ」）などが含まれている。

　作晶Aについては，対象別にr利用しやすさ」につい

て調べることとした。特に利用しやすいもの◎印，利用

しやすいもの○印を記入してもらい（附2参照），◎印を

2点，○印を1点として点数化した。対象は保育者22名

小学校教諭11名，計33名である。表10に示されるように，

1位「尺とり虫」，2位「もち」，3位「風船」であり，

3位までは保育者と小学校教諭とに差はみられない。点

数の低いものは「子どもへの指導・風船」「パワーショベ

ル」「スパゲッティ」などである。保育所・幼稚園対象に

はrライオン人形」が3位であるのに，小学生対象には
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表8　どのように利用したいカ〉

A《ポップコーンはじけた》 B《スカーフ売りとお猿さん》

順　位

計

（保育者） （小・教諭） （保・学生）

順位
（’保育者） （小。教諭） （保・学生）

① 身体表現・表現あそび 14 （11） （0） （3） ①』 劇あそび 30 （15） （5） （10）

② 動く物の覗寮に 8 （4） （0） （4） ② 発表会用に 4 （3） （0） （1）

③ 体育の時関に 6 （0） （6） （0） ② 学級会・体育の時間・演劇クラブ 4 （0） （3） （1）

④ 運動あそび 4 （1） （0） （3） ② ふだんの保育・全体築会の時に 4　 （3〉 （0） （1）

⑤ 劇あそび 3 （1） （1） （1） ⑤ 混合保育　　 3 （3） （0） （0）

⑥ 模倣あそび 2 （1） （0） （1’ ⑤ 内容をかえて 3 （3） （0） （0）
⑦⑦

ふだんの保育の中で

術活動の時間に

11

（1〉

0）

（0）

0）

（0）
1）

⑤③
クラスの和俸だち作りに

ども岡志で

32

（2）

0）

（0）

0）

（1）

（2）

⑦ 音楽の時間に 1 （0） （1） （0） ⑨ 子どもの姿の再発見のために 1 （0） （0） （1）

⑦ お話会の尋入に 1 （0） （1） （0〉 ⑨ 飽のクラスと組んで 1 （1） （0） （0）

その他 3 （1） （0〉 （2） ⑨覗聴覚教材として 1 （且γ （0） （0）

（利馬方法について〉 ※今日のような方法で 3 （0） 〈o） （3）

① ※今日のような方法で 7 （3） （0） （4）

② 一炭子どもにさせてから 1 （0） （0〉 （1）

② 回を重ねて 1 （0） （0） （1）

※研修会と岡じ使い方

表9　利用しにくい理由

擬音が邪魔 2

A ビデオがない 2

物
クラスの子が多し、 1

沢山すぎる 1

の
実物を見せるのが難しい 1

動
全体的な面白さが伝わりにくい 1

視覚的理解のみ 1
き 実際にかかわりのある物がよい 1

視覚的にとらえにくい（盲学校教師） 1

B
とス

入園したての子には無理 1

おカ
猿1 ストーリーも自由に表現させたい 1
さフ

ん売
り

時間が取れない 1

「ライオン人形」は13位で，この人形の単純な動きは幼児

向きといえる。この他，小学校で3位の「はと・にわと

り」が幼児対象では9位になるなど，それぞれ違いがみ

られる。以上は，ビデオ作品をみての「利用しやすさ」

であり，実際に指導してみればまた異ってくることであ

ろう。

　3）　どう役立てることができるか

　作品A，作品Bそれぞれについて，本作品がどのよう

に役立つかを質問した。表11はその結果である。作品A

についてみると，「観察力を養う」（工8名）が1位，「表現

力を養う」が2位である（16名）。つぎ‘こ「想像性を豊か

にする」（8名），「心身の解放」（4名〉である。この他

「創造性を養う」「感情が豊かになる」「表現意欲を高め

る」尽ど8琿の回答がみられるが，いずれもムーブメン

　トの目的や勤畢にマッチしたものがあげられている。保

．育者，小学校教諭，保育関係の学生にわけて養ると，』大

体において類似しているが，『保育者は他群にな（・「楽し

める」1をあげていること，「想像性」に重きをおいている

ことが特徴的である。小学校教諭はrえら身の解放J　F感

齢豊か鷹る」 r子どもどうゆコミ統ケーシヨ囚
に役立つとするものが他群より割合が多い。学生群は「創

造性」「渠中力」「自己実現」「敏捷性」をあげているの

が他群にない点である。

　作品Bについてみると，「表現力を翠項》にする」が1位

で17名，2位は「クラスの和・協力の楽しさ壱知るJ（め

名），3位r楽しさを知る」（7名）になっている。作品

Aと比較して，楽しさや誰でも遊べる，協力の楽しさな

どが多くあげられているのがわかる。学生群が「集中力」

や「心の解放」をあげているのに対し，保育者や小学校

教諭はr苦手な子も参加しやすい」など現場ならではの

見方をしている。

　作品Aではムーブメントのねらいに合う結果が出され
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表10　利用のしやすさ

保　育　者　（22名） 小学校教諭　（11名） 計　（33名）

順位 内　　　　　　容 順位 内　　　　　　容 順位 内　　　　　　容 点数

① 尺とり虫 ① 尺とり虫 ① 尺とり虫
45

② も　ち ② も　ち ② も　ち
41

③ 風　船 ③ 風　船 ③ 風　船
38

③ ライオン人形 ③ はと。にわとり ④ かも・あひる
36

⑤ ポツプコーン ⑤ バター ⑤ ポツプコーン
35

⑤ タップダンス ⑤ かも・あひる ⑥ タップダンス
33

⑤ かも・あひる ⑦ ポツプコーン ⑦ はと・にわとり
32

⑧ ピノキオ ⑧ バ　ネ ⑧ ピノキオ
31

⑨ はと・にわとり ⑨ ピノキオ ⑨ バ　ネ
29

⑨ バ　ネ ⑨ タップダンス ⑩ ライオン人形
28

⑪ パワーショベル ⑨ スパゲッティ ⑪ バター
24

⑫ バター ⑫ 子どもへの指導・風船 ⑫ スパゲッティ
21

⑫ スパゲッティ ⑬ ライオン人形 ⑬ パワーショベル
18

⑭ 子どもへの指導・風船 ⑭ パワーショベル ⑭ 子どもへの指導・風船
12

利用しやすい…　　・1点

特に利用しやすい…2点

・表11　どう役立っか

A《ポップコーンはじけた》 B《スカーフ売りとお猿さん》

順　位

計

（保育者） （小。教諭） （保・学生）

順位

計

（保育者V （小・教諭） （保・学生）

① 観察力を養う
18 （6） （1〉 （夏1） ① 表現力を豊かにする

17 （11） （2） （4）

② 衷現力を養う
16 （5） （2） （9） ② クラスの和・協力の楽しさを知る

10 （4） （2） （4）

③ 想像性を豊かにする 8 （7） （0） （1〉 ③ 楽しさを知る
7 （3） （0） （4）

④ 心身の解放 4 （1） （2） （1） ④ 劇の指導・導入に
6 （2） （2） （2）

⑤ 創造性を養う 3 （0） （0〉 （3） ⑤ イメージ作り
4 （0） （2） （2〉

⑤ 感情が豊かになる
3 （0） （2） （1〉 ⑥ 苦手な子も参加しやすい 3 （2） （1） （0）

⑤ 表現意欲を高める 3 （1） （1） （1） ⑥ 集中力を養う 3 （0〉 （0） （3）

⑤ 楽しめる
3 （3） （0〉 （0） ⑥ 心の解放

3 （0） （0） （3）

⑨ 築中力を養う
2 （0〉 （0） （2〉 ⑥ 異年齢の子・親とも楽しめる

3 （1） （0） （2）

⑩ 自己実現 1 （0〉 （0） （1〉 ⑩ 意欲をもたせる
2 （1） （0） （1）

⑩ 敏捷性を養う 1 （0） （0） （1） ⑩ 創造性を養う 2 （0） （0） （2）

⑩ 子どもたちのコミュニケーシ3ン 1 （0） （D （0） ⑩ 心を豊かにする
2 （2） （0） （0〉

⑬ ストーリーの中で遊ぷ 1 （1） （0） （0）

⑬ 本物の猿にも興味をもつ 1 （1〉 （0） （0）
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表12　どのようなビデオがほしいか

順位 保　育　者
（31名）

小学校教諭
（15名）

保育関係・学生
（26名）

　計
72名）

① 表現活動を誘うもの 3 0 6 9　

① 劇あそび 3． 3 3 9、

③ 想像力を養うもの 1 1 4 6
④ 指導法の紹介 1 0 3 4
⑤ 直接，子どもを誘う形式 1 0 1 2
⑤ 観察力を養うもの 0 0 2 2
⑦ 迫力のあるもの 0 1 0 1
⑦ 国語で使えるもの 0 1 0 1
⑦ 楽しめるもの 0 0・ 1 1　

⑦ 一部屋の広さでできるもの 0 0 1 1
⑦ 子どもの表情の見えるもの、 0 0 1 1

① 身近な物（機械・乗物・遊具） 9 7 15 31

② 生き物（動物・昆虫） 17 2 7 26

③ 天体・海底・土の中・雲の上等 7 0 3 10

④ 植物　 4 3 ’2 9
⑤ 自然現象（雷・雪・嵐・雨だれ〉 4 3 0 7
⑥ 人間生活（もちつき 。畑仕事） 1 3 0 4．1

⑦ 小さいもの（のみ・ばい菌） 1 0 1 2

ており ，作品Bではクリエイティヴドラマの目的と効果

を把握した回答が出され，それぞれが適確にうけとめら

れていること が明らかであった。

　5，どのようなビデオがほしいか

　質問の最後に，表現活動に関するビデオとしてどのよ

うなものが欲しいかを質問した。これに対しては，「表

現活動をさそうもの」とか「指鄭法の紹介」など目的や

方法に関するものから，「迫力のあるもの」「楽しめるも

の』など漢然とした要望，さらには「海の底」「象」「ば

い菌」といった具体的なものの名をあげるなど，さまざ

まである。ここでは，総体的な要望と具体的映像の要望

に分けて集計することとした・それぞれについて要望の

多い順に表わしたのが衷12である。上欄は総体的な要望

であり，下欄は具体的な映像の要望である。

　総体的な要望としては「表現活動を誘うもの」と「劇

あそび」がそれぞれ9名で1位である。他に「想像力を

養うもの」（6名），「観察力を養うもの』（2名）の要望

がある。これらは，今回のビデオ制作品に準じて内容を

変えたものを望んでいるといえよう。「指導法の紹介」

（4名）のビデオの要望もある。また，作品Bはビデオ内

で劇あそびがすすめられており，「直接，子どもに働きか

ける形式』をのぞむ声もある。

　具体的な映像としては，表にあるように，①生物（動

物。昆虫），②身近な物（機械，乗物，遊具）の要望が多

い。総体的な要望では，保育者群，小学校教諭群，保育

関係の学生群にとりたてて差はみられなかうたが，具体

的映像をあげたものでは，保育者群は「生き物」より r身

近な物」 を望むものが多く，小学校教諭群では丁植物」

「自然現象」「人間生活」を望む割合が他群に比べて高く

対象である幼児と学童の発達の差を示しているぴ・

　以上，表現活動に関する映像への希望としては，視聴

した本制作品2本にひきりられ，新しい発想によるもの

はなかったσただ，作品B劇あそびにっいて，「画像から

直接子どもに働きかけるもの」をのぞむものがあうたが，

われわれもその形式を考慮したが，ビデオを視聴しなが

ら劇あそびを進行させるのは，途中で中断されたり，∫画

像を注視ずるために劇あそびに集中できない点も考えら

れる。この二点を工夫すれば画像から子どもたちへの働

きかけの形式も一つの方法であろう。

V　総　括

　われわれ児童文化財研究部会では，1978年度に現代児

童の文化財の動向と問題をとりあげ，その後，騨仮応調

査，児童館での文化活動，学校劇，音楽接触，テレビと生

活などの調査を行ってき郊本年度・部会として初めて文
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化財制作にとりくんだ。映像文化財に焦点をあわせ，児

童の活動をひきだすものを主眼として検討し，ムーブメ

ントと劇あそびのビデオテープを制作することとなった。

現代の受験教育，知識偏重教育の風潮のなかで，子ども

たちのゆがめられた生活がクローズアップされている。

自己創造をめざす身体・言語・感情の表現活動の教育は

子どもの健全育成にとって，現代とくに重要視される分

野であり，ビデオ作品としてこれをとりあげたのである。

　ビデオ制作は，Aムーブメント（身体表現活動）とB

劇あそび（クリエイティヴドラマ）の二本である。Aは

身体表現活動のための刺戟映像であり，身近なものの動

きをカメラでとらえたもの．Bは簡単なストーリーの劇

あそびである。撮影は音声。照明他撮影設備のある玉川

大学の協力を得，ビデオ製作会社（東通企画）に製作を

依頼し，一般のテレビ放映にも耐える完成品とすること

ができた。しかし，経費の関係で時間や場所に制隈があ

り，作品Aでは髄風，波，象など，刺戟として当初意図

したものを断念したものもある。

　作制したビデオを実際にムーブメントや劇あそびの指

導にかかわる人たち72名（保育者，小学校教諭，保育関

係の学生）に視聴してもらい，アンケート調査を行った。

作品の評価についてみると，作品Aは《映像》が「解り

やすく動きがよくみえる」，《ことば》はrはっきりし

ている」，《音楽》は「動きによくあっている」がそれぞ

れ最も多い回答である。作品Bは，《映像》に「表情が

生き生きととらえられている」，《ことば》《音楽》「適

切である」が多数の評価になっている。A・Bともに，

《その他》の項で「楽しかった」の回答が多くみられた。

　作品の利用については，A72．2％，B81．9％と殆んど

のものが利用を望んでいる。なお，小学校だけをみると

BよりAの利用希望者が多い（A73．4彩，B66．7彩）。利

用方法としては，保育や授業のどの時問にくみいれるか

年齢混合の保育・他クラスとの合同編成で，など現場に

即した答えを得た。なかには発表会用など，本作品のね

らいを逸脱した答えもみられた。作品がどう役立つかに

ついては，「表現力」「観察力」「想像性」r創造性」「集

中力jを養う，「自己実現」「心身の解放」「心を豊かに

する」r協力の楽しさj「楽しさを知る」r苦手な子も参

加できる」など，作品Aではムーブメント，作者Bでは

クリエイティブドラマのそれぞれの目的にみあった答え

をえた。

　以上のように作品A・Bともに高い評価を得，また，

A・B作品それぞれに目的と効果を適確1ζうけとめた回

答をみたことは，今回のビデオ作品が成功であったとい

えると思う。今後，制作した本ビデオソフトを実践的場

面に活用して，表現活動と映像利朋の効果について実験

的研究をすすめていきたい。
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Abstract 

Study on Expressive Activities and Video Cultural Property 

-Development of Video Soff,ware for M~v~m~nt and Cre~tive brama-

Michiko HOSHI, Taneaki TAI(AHASHI, 

Reiko YUKAWA, Shigeo OUCHI, 

Akira OKADA, Hideo NAKASA 

Purpose: 

Our study aims at deyeloping video software which brings out children's expressive activities 

as a trial of new video cultural property, and at providing valuable aids for the ehildren's 

expressive activities at homes* schools. Children's Hails, day nur$eries, kindergartens, etc,. 

Purport and Import 

Expressive activities by body and language release both mind and body and help children 

gain self-confidence and courage for self-expression, fostering their senses, imaginatiye and 

cognitive faculties. Furthermore, expressive activities are concerned with the establishment of 

human relations as they make each child eommunicate to and share with others what he has 

in his mind and search after the sympathy of others. The import expressive activities involve is 

very significant for the personality formation of each child. 

The present study produced two videotapes : one was concerning 'movement,' and the other 

'oreative drama.' 

A) <<Popcorn$ burst open!>> 34 minutes 

There were fifteen kinds of the moyements of familiar things and of animals (melting butter, 

puppets, ducks, pigeons, etc.) Each movement scene is repeated with $timulating words "Let's 

try to be OO" put in after it is screened. The first five minutes are the introductory parts in 

which such a concrete example is shown that a leader tries to inflate a rubber balleon, then 

deflate it and children are in physical expressive activities. 

B) <<A Scarf~seller and Monkeys>> 27 minutes 

This is a creative drama of a simple story with monkeys mimic human-beings as its theme, 

so it enables any one to soak it up and enjoy participating in it. In this videotape, a creative 

drama is started after a leader explains the story to children. The leader takes the part of a 

monkey boss, the assistant, a scarf-9eller, and 28 children from 3 to 9 years old participate in 

the drama playing the part of monkeys. 

Result: 

The purpose of our study ~vas to produce videotape and we may say the two video products 

are the result of our present study. We asked 72 nursery and school teachers and students of 

presehool education who are interested in the praetical guidance of moyement and ereative dra-

ma to watch these products, and after that made an investigation by questionnaire. The items 

questioned were: 1) if they adopted a creative drama in nur$ery or school classwork, 2) if they 

had ever watched a videotape run with the expressive activity as its theme, 3) evaluation of the 

two produets A and B, and 4) the use of the aforementioned products. 

Viewing the evaluation of the two produets, for the products A, the most answers are given 
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to the following items: <<Vide0>>-It is easy to understand, <<Music>> -It is in tune with the 

movements of things, <<Language>>-It is clearly spoken. For the Product B,the answers to the 

following items top the list: <<Vide0>>-participants' expressions are full of life, <<Music>> and 

<<Language>>-They are appropriate. Thus, the two products are found rated high. 

To further our study, we hope to make an experiment of the effeets of these two products 

asking children to watch them in the practical guidance situation of movement and creative 

drama. 
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　　　　　　　　　　　　星他：表現活動と映像來化財に関する研究

附1

氏名　　　　　　　　　 男・女　隼齢　　歳　　記入年月日

所属　　　　 　　昭和年月
保育経験年数　　　　年

1．劇あそびを保育に取り入れていますか。

　（11取り入れている。　　　　　　　　　（21取り入れていない。

　　　大体月　　回ぐらい　　　　　　理由イ．興味がない

　　　または年　　回ぐらい　　　　　　　　　　　ロ。指導法がわからない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ．時間的余裕がない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二．その他（

2，きょうのビデオを視聴して。

　1）　この種のものを今までにみたことがありますか。

　　（11あ　る　　　　　　　（2）な　い

　　　　どんなものですか［　　］

　　　　　ですか．

　2）保育への利用

　　A「ポップコーンはじけた」

　　　（1｝利用したい　　　　　　　　　　　　（2）利用しにくい

　　　　イ。どのように利用したいですか　　　　理由

　　　　　［　　　］［
　　　　ロ．どう役立つと思いまずか

　　　　　［　　　］

＿137一

日
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　B　「スカーフ売りとお猿さん」

　　（1｝　利用したい　　　　　　　　　　　　　（2）　利用し停こくい

　　　イ．どのように利用したいですか　　　　　理由

　　　　　［　　　］［

　　　ロ．どう役立つと思いますか

　　　　　［　　　］

3）感　想

　A　「ポップコーンはじけた」について。

　　　。映像（

　　　・ことば（

　　　・音　楽（

　　　・その他（

　　B　「スカーフ売りとお猿さん」について。

　　　・映像（

　　　・ことば（

　　　・音　楽（

　　　・その他（

3．表現活動について，ビデオでどのようなものがあったらよいと思いますか。

］
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　　　　　　　　　　　　　星他： 訴現活動と映像文化財に関す解

附2

　つぎのそれぞれの内容について記入してください。

　　　○　利用しやすい

　　　◎　特に利用しやすい

内　　　　容 ○　◎ 感　　　　　　　　想

子どもへの指導・風船

1）風　船

2）バター

3）も　ち

4）ポツプコーン

5）スパゲッティ

6）はと・にわとり

7）かも・あひる

8）尺とり虫

9）バ　ネ

10）ライオン人形

11）ピノキオ

12）タップダンス

13）パワーショベル
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